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研究要旨 

医療事故調査の初期対応訓練方法の開発にあたって、具体的な訓練項目を洗い出した。 

Ａ．研究目的 

医療事故報告に関する手引き（仮）をもと

に、医療事故調査の初期対応訓練の開発を

行い、既存の研修等に組み込んで活用でき

るようにする。 

Ｂ．研究方法 

主に文献調査を行った。 

Ｃ．研究結果 

これまでの医療事故調査に関する文献を

調査し、初期対応訓練方法の一つとして教

材となる動画作成を行うにあたって、知識

として必要な項目と実践（ロールプレイな

どによる訓練）が必要と考えられる項目に

ついて洗い出した。知識として必要な主な

項目としては、医療事故判断に際して必要

な情報収集のポイント、遺族への説明に際

して必要な配慮と要点、当事者（医療従事

者）に対する配慮と対応、緊急対応会議の開

催を決定する必要事項などが挙げられた。

一方、実践が必要と考えられる主な項目と

しては、情報収集（現場の確認、記録の精査、

当事者へのヒアリング）、遺族への死亡まで

の状況説明（同席）、遺族への Ai・解剖につ

いての説明、緊急対応会議の決定と開催の

実際、判断に迷った場合の対応、判定会議開

催の決定と開催の実際などが挙げられた

（資料２）。また、医療機関の規模やその

機能、マンパワーなどの状況によって必要

項目が異なると考えられるため、規模別の

必要項目の分類も検討した。 

今後、第１グループ（全国の医療機関にお

ける医療事故報告体制の実態把握）で実施

したアンケート調査結果をもとに、医療機

関における円滑な医療事故初期対応に資す

る手引き（仮）が作成される予定である。当

該手引き（仮）および、本研究で実施した文

献調査の結果をもとに初期対応項目の開発

作業を行っていく予定である。 

Ⅾ．考察 

引き続き、文献調査を実施する。 
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医療事故発生時の初期対応項目（案）

平
時

発
生
時

・保健所/医療事故調査支援センター/日本医療評価機構/警察/マスコミへ
の公表など

〇判定結果を遺族に説明する際の注意点や説明内容 〇判定結果を遺族に説明
〇判定結果を関係医療者に説明する際の注意点や説明内容 ・判定結果を当事者等の関係医療者に説明
〇発生報告の必要な諸機関・報告方法（公表含む）

・招集するメンバーの把握 ・メンバーの招集

・事故判断の検討のためディスカッションの進め方
・事故判断の検討のためのディスカッショ
ンの進め方

・必要資料 ・必要資料の準備

・センター・支援団体への相談 ・センター・支援団体への相談
〇医師法21条（警察への届け出）
〇判定会議の開催方法 〇判定会議開催の決定と開催の実際

事
故
の
判
断

管理者・
臨時医療安
全管理委員

会

〇緊急対応会議の開催を決定する必要事項
〇緊急対応会議の開催方法 〇緊急対応会議の決定と開催の実際

・招集するメンバーの把握 ・メンバーの招集
・ディスカッションの進め方 ・ディスカッションの進め方
・必要資料 ・必要資料の準備

〇判断に迷った場合の解決方法 〇判断に迷った場合の対応

〇遺族配慮と対応
〇当事者（医療従事者）に対する配慮と対応
〇医療安全責任者・病院管理者への報告内容

〇遺族への死亡までの状況説明（同席）
〇遺族へのAi・解剖についての説明内容 〇遺族へのAi・解剖についての説明
〇遺族への説明や対応で注意するポイント

発
生
直
後

〇情報収集の方法 〇情報収集
・現場の確認 ・現場の確認
・記録の精査 ・記録の精査
・当事者へのヒアリング ・当事者へのヒアリング医療安全

管理部

〇判断に必要な情報のポイント
・死亡に至るまでの臨床経過（診断・治療・リスク評価・観察内容）

・ICの内容

〇遺族への死亡までの状況説明内容

場面
対応者・
　対応部署

知識が必要な項目 訓練が必要な項目

医療従事者 〇医療事故調査制度の概要

【医療事故発生状況の把握】
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